
事業番号 - - -

（ ）

令和４年度をもって予定どおり事業終了とし、以降は、地方公共団体向けインターンシップの実施方法等の実践的なノウハウを取得するための研修会動画をインターネット上に
掲載し、オンデマンドにて個別受講するよう案内することとする。

令和6年度要求

-

-

-

-

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
90%

主な増減理由（・要望額・予備費）

94%

令和6年度要求

事業概要URL
https://www.chisou.go.jp/sousei/internship/index.html

令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) -

88%

執行率（％）
=(G)/(F)

90% 94% 88%

2023 府 22 0022

内閣府

政策 ５．地方創生

事業の目的
（5行程度以内）

現在、東京圏は、約８万２千人の転入超過（令和３年）であり、若者の世代が多くの割合を占めている。本事業では、産学官の連携による地域の企業でのインターンシップの実施
を全国的に展開することで、東京圏在住の地方出身学生等の地方還流や、地方在住学生の地方定着を促進することを目的としている。

地方創生推進室 参事官　塩田　剛志

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
-

関係する
計画、通知等

・デジタル田園都市国家構想基本方針(令和４年６月７日閣議決
定)
・第２期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」（2020改訂版）（令和２
年12月21日閣議決定）

事業名 地方創生インターンシップ推進事業 担当部局庁 政策統括官（経済財政分析担当） 作成責任者

事業開始年度

施策 ５．地方創生に関する施策の推進

政策体系・評価書URL

主要経費 その他の事項経費

令和5年度行政事業レビューシート

https://www8.cao.go.jp/hyouka/r2hyouka/r2jigo/r2jigo-3.pdf

-

令和元年度
事業終了

（予定）年度 令和4年度 担当課室

- -

補正予算（B) - - -

-

-

-

予備費等（E) - - - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) 20 18 17 - -

- - -

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

地方の企業によるインターンシップを推進するため、地方公共団体の職員等を対象に、質の高いインターンシップの実施に向け、WEB会議システム等を活用したインターンシップ
の実施方法等の実践的なノウハウを取得するための研修会を開催する。加えて、インターンシップの取組状況や課題が地域ごとに異なることから、個別の地方公共団体に対し、
外部有識者・内閣府等による相談会を実施する。

実施方法 委託・請負

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) 18 17 15

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

20 18 17 -

現状・課題
（5行程度以内）

翌年度へ繰越し（D) - - - -

-



アウトカム設定について
の説明

アクティビティ②について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ②についてアウトカムが複数設定できない理由

令和４年度にて終了した事業のため短期アウトカムの設定は困難

▲ 231 ▲ 2,894 - -

目標値 人 1,000 2,000 3,000 3,000

達成度 ％ ▲23.1 ▲144.7 - -

成果実績 人

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

内閣府の調査により把握（毎年、秋頃に前年度の実績を調査）

成果目標及び成果実績
②-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

4 年度

道府県が施策として推進しているイン
ターンシップに参加する学生数の増加

道府県が施策として推進して
いるインターンシップに参加し
ている学生の増加数（令和元
年度比）
※令和元年度実績：15,592人

↓
成果目標②-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）

本事業では、産学官の連携による地域の企業でのインターンシップの実施を全国的に展開することで、東京圏在住の地方出身学生等の地方還流や、地方在住学
生の地方定着を促進することを目的としているため、研修会等への参加者数の増加をアウトプットとし、道府県が施策として推進しているインターンシップに参加す
る学生数の増加数を短期アウトカムとした。

活動内容②
（アクティビティ）

本業務は、地方におけるインターンシップの実施に向けた取組事例を調査・分析し、各地方公共団体向けに横展開を図るための実践的な取組を通じて、質の高い
インターンシップを効果的に推進する。

↓

活動目標及び活動実績
②

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

研修会等への参加者数の増加

地方自治体等を対象とした研修会
等への参加者数（令和４年度は地方
公共団体の要望によりオンライン上
での個別開催とした）

活動実績 人 394 313 - - -

当初見込み 人 300 394 394 - -

成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

73

-

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

-

％ - 64 -

目標値 ％ 71 72 73

本業務は、地方におけるインターンシップの実施に向けた取組事例を調査・分析し、インターンシップの実施に係るノウハウや事例を地方公共団体に向けた研修会
や個別相談会を実施することで横展開を図り、質の高いインターンシップを効果的に推進する。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

-

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

文部科学省「大学・短期大学・高等専門学校におけるインターンシップ実施状況等調査」
（隔年調査のため、令和2年度実施状況の調査実施はなし、令和3年度実施状況調査は令和4年夏頃に実施予定。）

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 回

- -

-

活動目標 活動指標

3

回 3

↓

活動内容①
（アクティビティ）

研修会・個別相談会等の開催

地方自治体等を対象とした研修会
等の開催数（令和４年度は地方公共
団体の要望によりオンライン上での
個別開催とした）

活動実績

4 年度

地方でのインターンシップを経験した学
生数の増加

大学が単位認定を行うイン
ターンシップを経験した学生
のうち、関東以外でのインター
ンシップを経験した学生の割
合 達成度

単位 令和2年度

-

目標最終年度

88.9

事業に関連する
ＫＰＩが定められ
ている閣議決定

等

名称

URL

該当箇所

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

3

-

-％

-

本事業では、産学官の連携による地域の企業でのインターンシップの実施を全国的に展開することで、東京圏在住の地方出身学生等の地方還流や、地方在住学
生の地方定着を促進することを目的としているため、研修会・個別相談会等の開催をアウトプットとし、道府県が施策として推進しているインターンシップに参加する
学生数の増加数を短期アウトカムとした。

-

-

アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

令和４年度にて終了した事業のため短期アウトカムの設定は困難

-3 3

成果実績



- -

改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善

平成26年度 -

備考

内閣府 新31

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度 -

平成25年度 -

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

本事業で制作した研修会動画等をウェブサイトに掲載し引き続き情報提供を行うとともに、類似事業を実施する際には、より効果的・効率的に実施できるよう努め
る。

終了予定

予定通り終了

-

平成30年度 内閣官房（新30-0002)

平成23年度 -

-

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

20

令和元年度

平成28年度 -

平成29年度 -

令和3年度

平成27年度

令和2年度 内閣府 0036

0025

令和4年度 2022 府 21 0025

2021 府

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

0001

-

-

目標年度における効果測定に関する評価（令和5年度実施)

-
点検結果 令和4年度をもって事業終了のため、本年度は事業を行っていない。

予定どおり終了すべきと思料する。各アウトカムの達成状況が低調であるように見受けられるため、要因分析に努めた上、今後、類似事業を実施しようとする際に
は、本事業で得られた知見やノウハウを最大限生かし、より効率的・効果的な事業の実施に努めること。

外部有識者の所見

点検対象外



　

支出先上位１０者リスト

A.

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

人件費
地方公共団体を核とした地方創生インターンシップ
の推進に関する調査・分析業務

6

事業費
地方公共団体を核とした地方創生インターンシップ
の推進に関する調査・分析業務

資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途

一般管理費
地方公共団体を核とした地方創生インターンシップ
の推進に関する調査・分析業務

3

計 16 計

7

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となっ

た
理由及び改善策

（支出額10億円以上）

1
みずほリサーチ＆テクノロ
ジーズ株式会社

地方公共団体を核とした地方創生イン
ターンシップの推進に関する調査・分析
業務

15
一般競争契約
（総合評価）

2

費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙3】に記載 チェック

内閣府

15百万円

A.みずほリサーチ＆テクノロ

ジーズ株式会社

委託 【一般競争契約（総合評価）】

調査・分析業務の実施


	行政事業レビューシート



